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TRPA1 は主に感覚神経に発現し、刺激性の化学物質や侵害性の温度刺激を受容するセンサ

ー分子である。マウスやヒトの TRPA1 は低温により、また、ワサビの辛み成分（アリルイソチオシ

アネート）によっても活性化されることが報告されている。他にも TRPA1 はシナモンに含まれる辛

み成分、タバコや排気ガスに含まれる成分など様々な化学物質によっても活性化される特性を持

っており、痛みとして知覚される刺激の受容に関わっている。TRPA1 の詳細な立体構造も解明さ

れており、活性化や抑制の分子メカニズムも明らかになりつつある。

TRPA1 は脊椎動物だけでなく、無脊椎動物である昆虫なども持っており、動物の進化過程の初

期に獲得された起源の古い遺伝子である。ほとんどの動物種の TRPA1 はアリルイソチオシアネ

ートなどの化学物質の感受性を保持している。一方で、哺乳類以外の複数の脊椎動物種や昆虫の

TRPA1 は暖かい温度または高温により活性化され、温度感受性が動物種間で異なることが知ら

れている。

（補足1） TRPA1は最初にマウスで機能解析が行われ、低温感受性のチャネルであると2003年

に報告された。しかし、その後に、マウスやヒトの TRPA1 の温度感受性の有無について相反する

研究成果が複数報告されており、研究者の間でも意見が分かれている。一方で、TRPA1 の化学

物質に対する感受性については多くの研究によって支持されている。
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図1 TRPA1 の温度感受性の種間多様性 
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